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鳥
海
山
登
拝
道
の
う
ち
、
矢
島
口
２
合
目
に
あ

る
木
境
大
物
忌
神
杜
は
、
今
か
ら
７
６
２
年
前
の

建
長
６
年
（
１
２
５
４
年
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、

大
物
忌
神
（
稲
魂
神
）、
薬
師
神
を
祀
る
。
鳥
海

山
信
仰
と
と
も
に
古
く
か
ら
五
穀
豊
穣
・
家
内
安

全
な
ど
を
祈
願
す
る
祈
祷
所
と
な
っ
て
お
り
、
虫

除
け
祭
り
は
、
と
り
わ
け
大
き
な
神
事
で
あ
る
。

　
虫
除
け
祭
り
で
作
神
様
を
祀
う
お
札
は
「
神
影

符
」
と
「
奉
齋
大
物
忌
神
風
雨
順
時
悪
虫
退
散
五

穀
成
就
攸
」
の
２
種
が
あ
り
、
神
官
が
お
札
に
祈

祷
を
お
こ
な
う
。
こ
の
お
札
を
葦
の
棒
に
は
さ
ん

で
田
の
水
口
に
、
そ
れ
ぞ
れ
立
て
る
と
、
稲
に
虫

が
つ
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
７
月
８
日
の
朝
、
参
拝
者
が
参
集
後
、
神
事
が

執
り
行
わ
れ
、
神
前
に
安
置
さ
れ
て
い
る
舟
形
の

お
室
の
中
に
「
虫
封
じ
の
札
」
を
く
ぎ
で
打
ち
、

悪
虫
悪
霊
を
封
じ
込
め
、
祭
式
終
了
後
、
舟
送
り

と
な
る
。

　
小
板
戸
集
落
（
矢
島
町
川
辺
）
の
当
番
が
舟
形

を
背
負
い
、
針
ヶ
岡
集
落
（
矢
島
町
荒
沢
）
の
獅

子
頭
が
先
祓
い
を
し
て
子
吉
川
ま
で
15
㎞
の
道
を

進
む
。
到
着
後
、
川
に
向
か
い
祭
式
が
あ
り
拝
礼

し
、
舟
形
は
川
に
勢
い
よ
く
押
し
出
さ
れ
、
見
え

な
く
な
る
ま
で
神
官
が
呪
言
を
唱
え
る
。

　
こ
の
祭
り
は
、
本
県
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
稲

作
習
俗
を
知
る
う
え
で
、貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

（
佐
々
木　
知
榮
委
員
）

木
境
大
物
忌
神
社

　
　
　 

虫
除
け
祭
り
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農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

農
地
中
間
管
理
機
構

　

農
地
の
固
定
資
産
税
が

　

  

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
15
日
に
佐
藤
邦
幸
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
親
子
（
鳥

海
地
域
）
が
、
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
農
業
経
営
の
方
針
や
家
族
に

お
け
る
役
割
分
担
な
ど
を
取
り
決
め
る
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
家
族
経
営
協
定
は
、
今
回
の
締
結
を
含

め
て
47
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
農
業
者
制
度
の

共
同
申
請
が
可
能
と
な
り
、
認
定

農
業
者
に
な
れ
ば
、
低
利
な
融
資

な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

や
農
業
者
年
金
制
度
に
お
け
る
国

庫
助
成
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
家
族
経
営

協
定
の
締
結
と
こ
れ
ま
で
結
ば
れ

た
協
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
農
地
の
貸
し
借
り

に
関
す
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
に
よ
り
農
作
業
が
難
し
く
な
っ

た
な
ど
の
理
由
で
、
農
地
を
誰
か
に
耕

作
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
所
有
者
か

ら
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が
農
地
を

借
受
け
、
農
地
を
増
や
し
た
い
な
ど
の

希
望
の
あ
る
耕
作
者
に
貸
付
け
を
す
る

と
い
う
事
業
で
す
。

　
所
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
農
地
を

貸
し
た
地
域
、
農
家
に
は
「
機
構
集
積

協
力
金
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
機
構
が
借
受
け
で
き
る
農

地
に
条
件
が
あ
っ
た
り
、
借
受
け
、
貸

付
け
の
期
間
が
原
則
10
年
以
上
で
あ
っ

た
り
、
米
な
ど
の
現
物
に
よ
る
精
算
が

で
き
な
い
こ
と
な
ど
様
々
な
注
意
点
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
農
業
振
興
課
、
農
業
委

員
会
事
務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
所
有
す
る
全
農
地
（
10
ア
ー
ル
未
満

の
自
作
地
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
）を
、

新
た
に
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付

け
た
農
地
の
固
定
資
産
税
は
以
下
の
期

間
中
１
／
２
に
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

① 

15
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
付
け
た
場

合
に
は
、
５
年
間
。

② 

10
年
以
上
15
年
未
満
の
期
間
で
貸
し

付
け
た
場
合
に
は
、
３
年
間
。

　
28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
具
体
的
に

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
固
定
資

産
税
の
賦
課
期
日
で
あ
る
平
成
29
年
１

月
１
日
ま
で
に
機
構
に
貸
し
付
け
た
場

合
に
は
、
平
成
29
年
度
に
納
付
す
る
固

定
資
産
税
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
特
例
の
適
用
期
間
は
、
２
年
間
（
２

年
ご
と
に
延
長
の
議
論
を
行
う
）で
す
。

（
問
い
合
わ
せ
：
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２
４ 

― 

６
２
５
９
）

農業を始めたい方へ 佐藤邦幸さん・めぐみさんが
家族経営協定を締結

　

農
地
の
固
定
資
産
税
が

農地利用状況調査（農地パト
ロール）を実施します

　農業委員会では遊休農地や農地
の違反転用の実態を把握するため
に毎年「農地利用状況調査（農地
パトロール）」を実施しています。
　８月下旬から各地域で実施し、
農地の管理状況を確認します。
　農地の適正管理をお願いします。

「農業を始めたいけれど、何から始めた
らいいのか分からない」、 「どこに相談す
ればいいんだろう？」と思ったら、お気
軽にご相談ください。

相談先

また農業を始めるにあたり、売買、賃借
等により農地を確保するには、農業委員
会に申請し、許可等を受ける必要があり
ますので、農業委員会事務局または各総
合支所庶務班（産業課内）へご相談くだ
さい。

農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

農
地
中
間
管
理
機
構

農業を始めたい方へ  
 
「農業を始めたいけれど、何から始めたらいいのか分からない」、 「どこ 
に相談すればいいんだろう？」と思ったら、お気軽にご相談ください。 
相談先 
公益社団法人秋田県農業公社 
（新規就農相談センター） 

018-893-6212 
秋田市山王４－１－２ 
秋田地方総合庁舎内 

一般社団法人 
秋田県農業会議 

018-860-3540 
秋田市山王４－１－２ 
秋田地方総合庁舎内 

由利地域振興局 
農林部農業振興普及課 

0184-22-7551 由利本荘市水林３６６ 

由利本荘市 
農林水産部農業振興課 

0184-24-6234 由利本荘市尾崎１７ 

由利本荘市 
農業委員会事務局 

0184-24-6260 由利本荘市尾崎１７ 

また農業を始めるにあたり、売買、賃借等により農地を確保するには、農 
業委員会に申請し、許可等を受ける必要がありますので、農業委員会事務 
局または各総合支所庶務班（産業課内）へご相談ください。 
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平
成
29
年
度
よ
り
、
通
常
の
農
地
の

固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、
売
買
価
格

×
0.55
（
限
界
収
益
率
）
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
0.55

を
乗
じ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
（
結
果

的
に
1.8
倍
に
な
り
ま
す
）。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
農
業
委
員
会
が
、

農
地
法
に
基
づ
き
、
農
地
所
有
者
に
対

し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
「
機

構
」。）
と
協
議
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
し

た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
で
す
。

　

こ
の
協
議
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、

農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
）
で
把
握
し
た
遊
休
農
地
に
対
し
て

行
う
農
地
利
用
意
向
調
査
（
毎
年
１
回

農
業
委
員
会
が
行
う
遊
休
農
地
の
所
有

者
等
に
意
向
を
う
か
が
う
調
査
）
で
表

明
し
た
意
向
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
自
分
で
耕
作
す
る
な
ど
の

意
思
を
表
明
せ
ず
、
自
ら
耕
作
の
再
開

も
行
わ
な
い
な
ど
、
遊
休
農
地
を
放
置

し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
協
議
勧
告
が
行
わ
れ
る
前
に
実
施
さ

れ
る
農
地
利
用
意
向
調
査
に
お
い
て
、

所
有
者
が
機
構
へ
の
貸
付
け
の
意
思
を

表
明
し
た
場
合
に
は
、
機
構
側
の
事
情

で
貸
付
け
が
行
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、

勧
告
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
既
に
森
林
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
な
ど
、
農
地
と
し
て
再
生
不
可
能

で
あ
る
と
し
て
、
農
業
委
員
会
が
非
農

地
と
判
断
し
た
場
合
に
も
、
勧
告
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
勧
告
を
行
っ
た
後
、
以
下
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は

勧
告
が
撤
回
さ
れ
、
翌
年
度
以
降
の
固

定
資
産
税
の
課
税
強
化
は
解
除
さ
れ
ま

す
。

① 

利
用
状
況
調
査
等
に
よ
り
、
遊
休
農

地
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
場
合
。

② 

機
構
と
の
借
入
協
議
の
結
果
、
当
該

農
地
を
機
構
が
借
り
入
れ
た
場
合
。

③ 

裁
定
に
よ
り
機
構
が
農
地
中
間
管
理

権
を
取
得
し
た
場
合
。

　
勧
告
が
行
わ
れ
る
と
不
利
益
と
な
り

ま
す
の
で
、
農
地
の
適
正
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
：
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
２
４ 

― 

６
２
５
９
）

 

農
地
課
税
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

画像未

課 税
強 化
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を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来

的
に
は
、
鳥
海
り
ん
ど
う
3.0 

ha
・
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
4.0 

ha
・
小
菊
2.0 

ha
の
作
付
面

積
に
よ
り
地
域
の
就
労
の
場
の
創
設
に

努
め
複
合
経
営
を
確
立
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

基
盤
整
備
事
業
で
大
区
画
化
さ
れ
た

農
地
に
定
植
し
た
、
鳥
海
り
ん
ど
う
等

の
生
育
も
順
調
で
、
ほ
場
の
に
ぎ
わ
い

が
日
々
感
じ
ら
れ
足
を
運
ぶ
楽
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
出
し
手
で
あ
る
地
域
の
方
々

は
、
農
業
経
験
が
長
く
、
技
術
の
持
ち

主
で
地
域
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
法
人
の

関
係
者
は
、
40
代
か
ら
60
代
で
長
年
、

会
社
勤
め
だ
っ
た
た
め
農
業
実
務
に
つ

い
て
は
常
に
新
し
い
発
見
が
あ
り

日
々
、
悪
戦
苦
闘
で
す
が
地
域
の
方
々

に
知
恵
を
授
か
り
な
が
ら
農
作
業
に
邁

進
中
で
す
。

  

昨
今
、
作
業
を
通
じ
地
域
の
方
々
の

懇
談
の
場
で
、
良
い
も
の
を
作
る
た
め

に
は
数
多
く
足
を
運
び
作
物
と
の
対
話

を
多
く
す
る
こ
と
で
良
品
に
結
び
つ

く
・
・
・
。

  

当
地
の
豊
富
な
土
壌
に
は
、
鳥
海
山

を
源
流
と
す
る
清
涼
な
ミ
ネ
ラ
ル
い
っ

ぱ
い
の
水
を
活
用
し
て
お
り
、
お
い
し

い
作
物
の
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
宝
を
将
来
に
繋
ぎ
地
域
の
元
気

づ
く
り
に
貢
献
す
る
努
力
を
惜
し
ま
ず

が
ん
ば
る
所
存
で
す
。

（
佐
藤　
秀
孝
委
員
）

園
芸
メ
ガ
団
地
の
取
り
組
み
で

複
合
経
営
の
確
立
を

   

平
根
地
区
は
、
由
利
本
荘
市
鳥
海
町

上
川
内
地
内
に
位
置
し
、
一
級
河
川
子

吉
川
水
系
笹
子
川
沿
い
に
展
開
す
る
団

地
で
、
周
り
が
山
々
に
囲
ま
れ
冷
涼
な

気
候
風
土
に
恵
ま
れ
自
然
を
満
喫
で

き
、
国
道
１
０
８
号
が
南
北
に
縦
断
し

て
お
り
交
通
の
便
も
良
好
な
中
山
間
地

で
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
の
基
盤
整
備
事
業

を
契
機
に
集
落
営
農
組
合
か
ら
平
成
26

年
７
月
に
農
事
組
合
法
人
平
根
フ
ァ
ー

ム
を
設
立
。
従
来
の
米
偏
重
か
ら
、
地

域
の
雇
用
を
確
保
し
つ
つ
効
率
性
・
収

益
性
の
高
い
鳥
海
り
ん
ど
う
・
小
菊
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
を
核
と
し
た
複
合
経

営
に
よ
る
経
営
の
安
定
・
低
コ
ス
ト
化

を
目
指
し
営
農
計
画
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
県
の
園
芸
メ
ガ
団

地
整
備
事
業
と
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る

大
区
画
化
を
併
せ
て
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
利

用
し
た
農
地
の
集
積
も
、
地
区
全
体
の

約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業
２
年
目
の

今
年
は
、
地
域
の
協
力
に
よ
り
雇
用
確

保
が
で
き
、
鳥
海
り
ん
ど
う
等
の
定
植

鳥
海
地
域
　
（農） 

平
根
フ
ァ
ー
ム  

代
表
理
事
　
佐  

藤  

晴  

廣
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戦
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農
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農
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転
換
へ
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戦

農
政
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換
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戦
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戦

農
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転
換
へ
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挑
戦

農
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転
換
へ
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戦

農
政
転
換
へ
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挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

「 

ダ
メ
　
違
反
転
用 

」

　

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
を
農

地
転
用
と
い
い
、
農
地
法
の
許
可
が
必

要
で
す
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し

た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
係
る
計
画
ど

お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
等
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工

事
の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命
令
が
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
罰
則

の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
に
関
す
る
手
続
き
は
、
農

業
委
員
会
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

世帯主が65歳以上の夫婦２人世帯の家計支出はおよそ月額２３万円というデータがあります。（総務省家計調査より）   
しかし、国民年金はひとり月額６万５千円（４０年加入の場合）で、夫婦あわせて月額１３万円です。     
農業者年金に加入し、国民年金の不足分をサポートしませんか？     

農業者年金で老後生活の備え農業者年金で老後生活の備え

農業者年金のポイント農農業業者者年年金金ののポポイインントト
①加入・脱退は自由   
 （６０歳未満で、年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者であれば加入できます）   
②支払った保険料は確定申告の際、国民年金保険料などと同様に全額社会保険料控除     
③保険料はいつでも変更できる     
④終身年金 ８０歳までの死亡一時金あり 
⑤積み立て方式で安心 

詳しい内容等は、   由利本荘市農業委員会事務局（２４－６２６０）
独立行政法人農業者年金基金（０３－３５０２－３１９９） へお問い合わせ

 

 申 請 内 容 締切日 
（毎月） 

農地の権利移動の許

可（農地法第３条） 

 

 

農地転用の許可（農

地法第４・５条） 

農用地利用集積計画

に関する申請 

農地中間管理事業に

関する申請 ２０日 

！

 

申
請
書
の
提
出
期
限
が

　
　
　       

変
更
に
な
り
ま
し
た

（
61
歳
）
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化
で
き
る
農
業
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
次
産
業
に
も
興
味
が
あ
り
、

生
産
物
を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
、
少
し
の
変
化
を
加
え
る
事
で
、

ま
た
新
し
い
需
要
が
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
家
族
や
仲
間
達
と
助
け

合
い
な
が
ら
農
業
人
と
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
が
子
供
達
に
と
っ
て
夢

を
与
え
ら
れ
る
職
業
に
な
る
手
伝
い
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
15
年
間
勤
め
た
税
理
士
事
務
所
を
退

職
し
、
親
元
の
家
業
で
あ
る
農
業
を
継

ぎ
ま
し
た
。

　
我
が
家
で
は
、
稲
作
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
11
棟
で
の
畑
作
を
経
営
し
て
い
ま

す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
の
栽
培

（
今
年
は
４
６
０
坪
）
を
メ
イ
ン
に
毎

日
奮
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
若
い
頃
は
農
業
を
継
が
な
い
と
言
っ

て
い
た
自
分
が
十
数
年
を
経
て
農
業
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
物
作
り
の
喜
び
、
商
品
を
購
入
し

て
い
た
だ
け
る
お
客
様
、
体
力
仕
事
の

達
成
感
、
毎
日
が
本
当
に
充
実
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
就
農
し
て
４
年
目
な

の
で
、
仕
事
が
曖
昧
な
と
こ
ろ
も
多
く

あ
り
、
両
親
に
は
心
配
と
迷
惑
を
か
け

な
が
ら
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
の
就
農
を
理
解
し
て
く

れ
た
妻
や
子
供
達
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
家
業
の
農
業
は
、
私
で
５
代
目
と
な

り
ま
す
。
先
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き

た
農
地
や
農
法
を
守
り
な
が
ら
、
新
し

い
こ
と
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、「
変

こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
３
年
前
、
荒
れ
果
て
た
果
樹
園
地
の

復
活
と
農
業
経
営
再
構
築
の
た
め
、
長

年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
と
水
稲
直
播
を
組
み
合
わ
せ
た
か

た
ち
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
大
規
模
で
や
り
た

い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
少
し
ず
つ
経

営
規
模
を
大
き
く
し
、
本
年
度
で
合
計

1.7 

ha
と
な
り
、
収
穫
方
法
と
労
働
配
分

の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
身
近
に
広
が
る
森
林
を

永
続
的
に
維
持
・
利
用
す
る
自
伐
型
林

業
へ
の
取
り
組
み
も
模
索
中
で
、
こ
の

こ
と
が
地
域
資
源
活
用
の
一
助
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木　
知
榮
委
員
）

 

農
業
に

　
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

地
元
の
酒
造
会
社
に
就
職
し
、
酒
造
り

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
果
樹
、
水
稲
、
野
菜
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
た
両
親
を
手
伝
う
か
た
ち
で

農
業
に
関
与
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
が

27
歳
の
時
、
還
暦
を
迎
え
た
ば
か
り
の

父
が
急
逝
し
、
突
然
農
業
経
営
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
機
械

の
操
作
な
ど
は
不
自
由
な
く
行
え
ま
し

た
が
、
手
伝
い
と
経
営
を
担
う
の
と
は

大
違
い
で
し
た
。
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
地
域
の
方
々

や
友
人
、先
輩
方
の
助
力
を
い
た
だ
き
、

な
ん
と
か
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
諦
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
家
の
看
板
で
あ
っ
た
果
樹

は
会
社
勤
め
と
の
両
立
は
困
難
で
廃
園

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
野
菜

担
当
の
母
も
病
気
が
ち
に
な
り
、
や
が

て
畑
を
遊
休
農
地
に
し
て
し
ま
う
事
態

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

唯
一
残
っ
た
の
は
水
稲
で
し
た
が
、

勤
務
先
の
協
力
も
得
て
品
種
構
成
を
酒

米
に
シ
フ
ト
し
な
が
ら
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。酒
造
り
と
米
作
り
は
、

い
わ
ば
車
の
両
輪
で
双
方
の
品
質
向
上

の
た
め
、
色
々
な
試
み
を
お
こ
な
っ
た

本
荘
地
域
　
佐
　
藤
　
幸
　
弘

矢
島
地
域
　
佐
　
藤
　
俊
　
二

乾田直播風景

頑
張
る
営
農
者

（
40
歳
）

（
52
歳
）
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政
　
男（
79
歳
）

ヨ
ネ
ミ（
75
歳
）

　
安
倍
　
　 

　
　
　  

ご
夫
妻

東
由
利
地
域

育
て
、
収
穫
す
る
こ
と
を
楽
し
い
と
感
じ

る
自
分
を
「
発
見
」
し
て
い
ま
す
。
妻
も

ま
た
、
花
の
種
が
芽
吹
き
、
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
足
の
痛
み
が
出
る
よ

う
に
な
り
、
病
院
に
通
い
な
が
ら
、
体
の

調
子
と
相
談
し
な
が
ら
農
作
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、「
健
康
で
な
け
れ
ば
農
業
も

で
き
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
体
作
り

の
た
め
に
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
健
康
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
私
は
今
、
79
歳
。
妻
は
75
歳
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
助
け
合
っ
て
一
緒
に
働
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
遠
藤　
幸
男
委
員
）

　
私
と
妻
は
昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
60
年

近
く
連
れ
添
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昔
、
農
作
業
は
大
変
な
仕
事
で
し
た

が
、
今
で
は
機
械
が
主
流
の
時
代
に
な

り
、
あ
ら
た
め
て
進
歩
の
速
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
製
材
所
に
20
年
勤
め
な
が
ら
農
業

を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
米
の
値
段

が
今
よ
り
も
高
く
、
な
ん
と
か
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
業
の
仕
事
に

携
わ
り
ま
し
た
が
、
景
気
が
だ
ん
だ
ん
悪

く
な
っ
て
、
こ
れ
も
続
け
ら
れ
な
く
な

り
、
今
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　
妻
は
私
と
同
じ
製
材
所
で
23
年
働
い
た

後
、
電
装
部
品
メ
ー
カ
ー
に
15
年
勤
め
ま

し
た
。

　
冬
期
間
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
で
依
頼
者
の
自
宅
入
口
を
除
雪
し
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
畑
で
野
菜
作
り

に
励
む
毎
日
も
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
今

に
な
っ
て
稲
作
り
や
野
菜
作
り
の
難
し
さ

を
感
じ
て
お
り
、
友
人
に
聞
い
た
り
、
本

を
読
ん
だ
り
し
て
、
農
業
や
畑
作
り
に
つ

い
て
勉
強
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
種
を
ま
い
て
芽
が
出
る
ま
で
は
心
配
な

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
手
で
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藤
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田
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作
内
・
木
村
　
勝
三

古
関
　
幸
子
・
齋
藤
　
　
誠
・
佐
々
木
　
亨

遠
藤
　
幸
男
・
佐
藤
　
秀
孝
・
佐
々
木
知
榮

佐
藤
　
和
子

広
報
委
員

 由利本荘市農業委員会  e－mail  noui@city.yurihonjo.akita.jp

◆本庁（事務局）
農　政　班
農　地　班

◆各総合支所
矢島庶務班
岩城庶務班
由利庶務班
大内庶務班
東由利庶務班
西目庶務班
鳥海庶務班

 ℡　24-6258
℡　24-6259
℡　24-6260
FAX 24-6396

℡　55-4957
℡　73-2014
℡　53-2114
℡　65-2804
℡　69-2116
℡　33-4614
℡　57-2205

 ●　農業委員会　●

（産業課内）

　
私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
素
晴
ら
し

い
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
方
々
が
お
り

ま
す
。

　
そ
ん
な
記
事
を
紹
介
し
て
、
第
20
号

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
し
、
今
後
、
更
な
る
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
号
の
記
事
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
田
口　
作
内
委
員
）

○様々な問題に、じっくり鋭く、迫ります。
○充実した経営情報と流通の現場情報を伝えます。
○ 農地を守り、担い手を応援する農業委員会活動を
伝えます。
○地域を元気にする情報を提供します。

購読申込は農業委員会事務局または
各総合支所産業課内庶務班まで。


